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　異なった価値観に根ざした海
外事業においてチームワークを
いかにして高めるか。精神科医
の立場からみなさんにお伝えし
たいコツは「ペースをあわせ
る」こと。まさに「息があって
いる」状態はチームがひとつに
なっている現れです。言い換え
れば「息をあわせる」ことでチ
ームメンバーの力を最大限に発
揮させることに有効なのです。
言葉がうまく伝わりにくいチ
ームであればなお一層リーダ
ーの「リズム調整能力」は意
味を持ちます。 
　 そもそもチームワーク＝仲が
良い状態ではありません。目標
があり、その目標の達成に各自
の役割を果たし、達成のため
に機能を補完しあって一体に
なっている状態。 
　 医療も「チームプレー」で
す。どんなに腕がある医師がい
たとしてもたった一人では患
者さんへの治療を完結すること
はできません。医療スタッフ、
医療機器、薬、システムたくさ

んの専門が集まったチームで一
人の患者さんを支えています。 
　 チームの息をあわせるために
鍵を握る、いわば指揮者、プ
ロデューサーは何と言っても
リーダーです。そう、みなさん
です。みなさんの「リズム＝
ペース」が実に重要なのです。
歩き方、話し方、動作、ちょう
ど脈拍と同じくらいのペースに
保つようにしてみましょう。
そうすると、周囲が心地よい
状態になるのです。１分で70
回くらいが脈の速さですか
ら、ちょうど１秒よりも少し
早いくらいのペースです。メト
ロノームというリズムを刻む機
器がありますね、トントント
ン。あんな感じを思い浮かべて
ください。で、ピンチの時はあ
えてゆっくりするのです。１秒
よりちょっとゆっくりなくら
いにペースダウン。勢いがあ
ってチーム内の雰囲気がいい
時は、１分に80回脈をうつく
らいのテンポで。（女性の脈

の平均がこれ。男性より早い
です）。スピード感と躍動感が
チームに伝わります。押せ押
せムードにリーダーが遅いと
周囲はトーンダウンしてしま
います。ちょっと弱気なムー
ドの時、リーダーが早いテン
ポだと今度は不安緊張感が高
まり、ミスも起こりやすくな
ります。まさに、リーダーは
場を読む力、リズム調整力が
大事。２トップがいいといわ
れるのはそういうバランス調整
が図れるからではないかと思
います。トップがスピーディー
ならNO.2はのんびり。トップ
がのんびりしていたら、NO.2
はスピーディーに。そんな感じ
でうまく息をあわせていくと、
チームメンバーの自律神経のバ
ランスも安定し、仕事に集中
し、持続力、思考力も冴えてく
るのです。 
　 雰囲気を読んで、リズムを
調整し、みんなの息をあわせ
ましょう！
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